
［3］ ２次関数 3282 2  xxy のグラフを C1とし、C1を x軸に関して対称移動し
て得られるグラフを C2,C 1を 軸方向にx a , 軸方向にy bだけ平行移動して得られ
るグラフを 3とする。C

（1） C2の頂点の座標は ( ア , イウエ ) である。また、C1と C2の交点の
座標は( ア  カ 　　キ , ク である。)

（2） C3を表す２次関数が 282 2  xxy となるのは

a ケコ , b ケコ のときである。

（3） C3がC2の頂点のを通る場合を考えよう。このとき
b セ a ソ

タチ
となる。さらにC3が x軸と異なる２点で交わるとき、その交点の x座標は

a ツ  　　　　　-a テ
トナ

であり、この x 座標がともに整数となり、かつ 0b をみたすような整数 a
の値は ニヌ , ツ である。


